
語句の調べ方
TA高橋 邦幸

①漢語

・『大漢和辞典』（大修館書店）

『語彙索引』から引くのが便利。基本的な引き方は一般の漢和辞典と同じ。『索引』の

「字音索引」（音読み）・「字訓索引」（訓読み）は歴史的仮名遣いで記載されているので

注意が必要。

②国語

・『日本国語大辞典』（小学館）★

古今異義語があるので、どんな言葉もなるべく引くことが大切。「用例」でいつの時代

の言葉かの確認も忘れずに。

③日本史用語

・『国史大辞典』（吉川弘文館）★

基本的には『国史大辞典』で事足りるが、多くの辞典が存在するので、分からないとき

は他の辞典を見ることも有益。『平安時代史事典』（角川書店）、『有職故実大辞典』（吉川

弘文館）、『古文書古記録語辞典』（東京堂出版）・『日本史辞典』（角川書店）などもある。

④人名

・『日本人名大辞典』（講談社）★

・『日本古代人名辞典』（東京堂出版）

日本史辞典でも調べられるが、それにも載っていない場合は人名辞典を調べる。

⑤地名

・『日本歴史地名大系』（平凡社）★

・『日本地名大辞典』（角川書店）

⑥年表

・『日本史総合年表』（吉川弘文館）

・『日本史年表』（岩波書店）

⑦漢文

・『漢文解釈辞典』（国書刊行会）

高校時代の参考書などでもよい。

■WEB検索の活用
★のついている辞典はインターネットで検索できる。中央大学ホーム→施設・付属機関

→図書館→データベース・電子ジャーナル→データベースと進み、「ジャパンナレッジ＋」

をクリック。学内のパソコンからしかアクセスできない。本は CHOIS（チョイス）、論文
は CiNii（サイニィ）で検索できる。国立国会図書館 NDL-OPACも有用。

◎分からないときは TA（ティーチング・アシスタント）に相談。
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